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■ 要  旨 ■ 

東日本大震災では、津波の来襲により多くの人命や資産が失われ、防災施設として大きな役割を期待された湾

口防波堤などが倒壊した。近年の防波堤の信頼性設計の研究は、ケーソンの滑動に着目した定量化が行われて

いるが、マウンドの変形も含む大規模変形の定量的な評価は取り扱っていない。本研究では、DEM 法をベースとし

た混成堤の大規模変形量解析手法を新たに構築し、既往の水理模型実験に対しての再現計算を通して、変形量

評価の精度の検証とその向上を図った。その成果として、移動速度に応じた摩擦係数の不連続化を導入すること

で、実験時に発生するマウンドの大変形を含む転倒・傾斜などの防波堤の破壊状況をより良好に再現できることが

わかった。 

 

 

 

 

 

 

図－2 ケーソンおよび捨石の挙動 

（解析結果） 

図－3 ケーソン中心位置の時刻例変化 

 

図－4 実験・解析後の被災状況 
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図－１ 実験および解析条件 
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